
  パラアースの低減効果

  仕 様・寸 法

  チコーゲル注入後のパラアース施工状態
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パラアースは、長さ 10 ｍの

銅棒を中心部より屈曲して

各々 5ｍの渦巻状に加工し

てあり、屈曲部を先端金具

に挿入し、ドロップヒッター

を使用して打設すると、打

設工具に添いながら並列に

伸びて地中に設置されます。

打設工具を引き抜いた穴に

チコーゲルを注入すること

により、効果的に接地抵抗

値を得ることができます。

東京電力仕様
（低減剤付深打接地棒）

低減剤併用準深打アース極

●取扱いの容易性と確実性
全長 5ｍのアース極は継ぎ目の無い構造により、接地電流をアース極先端の地層まで確実に放電します。

●効率的で安定した接地抵抗値の取得
深度 5ｍ迄の地中に設置でき、季節変動が小さく大地抵抗率が低下する中深度地層が活用できます。

●低減効果の増大
チコーゲル（接地抵抗低減剤）の併用により、接地抵抗値を効果的に低減させることができます。

●高い施工能力
コンパクトな電動打込機ドロップヒッターと頑強な打設工具により、硬質地盤でも施工できます。

※数値は当社試験地の実測結果であり、土質等の条件により異なります。

パラアースパラアース

寸 　  法 直径 : 5.5ｍｍ、長さ: 10ｍ （電極長  5ｍ）

重 　  量 電極部 : 2.2 kg、  先端金具 :  0.9 kg

材  　 質 J I S  H  3 2 6 0 ・ タフピ ッ チ 銅

適応土質 粘 性 土 ・  砂 質 土  ・  礫 混じり 土



パラアース作業要領
アタッチメントが穴底に達したと
ころで一旦打込みを中断し、ド
ロップヒッター及びアタッチメント
等を取りはずします。打込棒を継
ぎ足した後、再びドロップヒッター
及びアタッチメント等をセットし直
し打込みを再開します。

1 及び２の要領で、打込棒
を５本打込んだ時点で打
込み終了です。

打込棒を引き抜くため、最後に打込んだ打
込棒に引き抜き用アタッチメントを取り付
け、下図の様にバイブロヒッターを逆さま
にセットし、持ち上げる様にして打込棒を５
本順次引き抜きます。

引き抜いた打込棒の空隙に、水
と混合したチコーゲルを注入し、 
チコーゲル硬化後穴埋めをして作
業完了です。
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G.L.より深さ 75cm 以上の穴を掘り、下図の様に専用電動打込機ドロップヒッター
等をセットしてから垂直に起こし、打込みを開始します。
注 ) 打込棒の長さ分だけ毎回パラアースを伸ばします。
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※製品改良のため、仕様その他を予告なく変更する場合があります。
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